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( 5 7 )【特許請求の範囲】

【請求項１】

　具材と、前記具材の周りに巻かれたシート状食材及び米飯とからなり、外周表層部が前

記米飯により形成された食品を用意する第一工程と、

　前記食品の外周表面及び端面を焼く第二工程と

を含む米飯食品の製造方法。

【請求項２】

　請求項１に記載の米飯食品の製造方法であって、

　前記第二工程の前に、前記端面を調味する工程

を含む米飯食品の製造方法。

【請求項３】

　請求項１に記載の米飯食品の製造方法であって、

　前記第二工程の後に、焼かれた前記端面を調味する工程

を含む米飯食品の製造方法。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、米飯食品、及び米飯食品の製造方法に関する。

【背景技術】

【０００２】
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　 例 え ば 巻 き 寿 司 に 代 表 さ れ る よ う に 、 米 飯 及 び 海 苔 で 具 材 を 巻 い て 包 ん だ 米 飯 食 品 が 知

ら れ て い る 。 ま た 、 具 材 に 近 い 順 に 海 苔 及 び 米 飯 で 具 材 を 巻 い て 包 ん だ 米 飯 食 品 （ 例 え ば

「 裏 巻 き 」 な ど と 呼 ば れ る ） が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 海 苔 を 具 材 の 周 囲 に 巻 き 付 け て 巻 物 と し た 後 、 当 該 巻 物 を 加 熱 し て 中

芯 を 製 造 し 、 当 該 中 芯 の 周 囲 に 米 飯 を 巻 回 す こ と に よ り 、 巻 き 寿 司 を 製 造 す る こ と が 記 載

さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － １ ８ ８ １ ３ ７ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 上 述 し た い わ ゆ る 裏 巻 き の 米 飯 食 品 は 、 そ の 外 周 が 米 飯 層 で あ る 。 そ の た め 、 例 え ば 、

当 該 米 飯 食 品 を 食 べ る 際 に 、 外 周 の 米 飯 層 が 崩 れ た り 剥 が れ た り し 易 く 、 食 べ に く い 。 こ

れ に 対 し て 通 常 の 巻 き 寿 司 は 、 そ の 外 周 が 海 苔 で あ る た め 、 崩 れ に く く 、 食 べ や す い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 具 材 に 近 い 順 に 海 苔 等 の シ ー ト 状 食 材 及 び 米 飯 を 具 材 に 巻 い た 米 飯

食 品 を 、 よ り 崩 れ に く く す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 願 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る 手 段 を 複 数 含 ん で い る が 、 そ の 例 を 挙 げ る な ら ば 、 以 下 の

と お り で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 一 態 様 は 、 具 材 と 、 前 記 具 材 の 周 り に 巻 か れ た シ ー ト 状

食 材 及 び 米 飯 と か ら な り 、 外 周 表 層 部 が 前 記 米 飯 に よ り 形 成 さ れ た 食 品 を 用 意 す る 第 一 工

程 と 、 前 記 食 品 の 外 周 表 面 及 び 端 面 を 焼 く 第 二 工 程 と を 含 む 米 飯 食 品 の 製 造 方 法 で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 前 記 製 造 方 法 は 、 前 記 第 二 工 程 の 前 に 、 前 記 端 面 を 調 味 す る 工 程 を 含 ん で い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 前 記 製 造 方 法 は 、 前 記 第 二 工 程 の 後 に 、 焼 か れ た 前 記 端 面 を 調 味 す る 工 程 を 含 ん で い て

も よ い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 具 材 に 近 い 順 に 海 苔 等 の シ ー ト 状 食 材 及 び 米 飯 を 具 材 に 巻 い た 米 飯 食

品 を 、 よ り 崩 れ に く く す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 上 記 以 外 の 課 題 、 構 成 及 び 効 果 は 、 以 下 の 実 施 形 態 の 説 明 に よ り 明 ら か に さ れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 米 飯 食 品 の 製 造 工 程 の 一 例 を 説 明 す る 図 （ そ の １ ） で

あ る 。

【 図 ２ 】 米 飯 食 品 の 製 造 工 程 の 一 例 を 説 明 す る 図 （ そ の ２ ） で あ る 。

【 図 ３ 】 米 飯 食 品 の 他 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 米 飯 食 品 の 製 造 工 程 の 一 例 を 説 明 す る 図 （ そ の １ ）

で あ る 。 図 １ は 、 米 飯 食 品 １ ０ Ａ 及 び そ の 材 料 を 平 面 視 し た 図 で あ る 。 図 ２ は 、 米 飯 食 品

の 製 造 工 程 の 一 例 を 説 明 す る 図 （ そ の ２ ） で あ る 。 図 ２ は 、 米 飯 食 品 １ ０ Ａ 及 び 米 飯 食 品
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１ ０ Ｂ を 正 面 視 （ 又 は 背 面 視 ） し た 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま ず 、 広 げ た 巻 き 簾 （ 図 示 せ ず ） の 上 に 、 シ ー ト 状 に 乾 燥 さ せ た 板 海 苔 １ を 置 く （ 図 １

（ Ａ ） ） 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 次 に 、 板 海 苔 １ の 上 面 に 、 寿 司 飯 等 の 米 飯 ２ を 敷 き 詰 め る （ 図 １ （ Ｂ ） ） 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 そ れ か ら 、 板 海 苔 １ 及 び 米 飯 ２ を 裏 返 し 、 板 海 苔 １ の 上 面 に 、 具 材 ３ を 配 置 す る （ 図 １

（ Ｃ ） ） 。 具 材 ３ は 、 巻 き 始 め の 位 置 （ 板 海 苔 １ の 下 端 辺 ） の 近 傍 に 、 巻 き 方 向 Ｒ と 直 交

す る 方 向 に 配 置 す る 。 こ の と き 、 具 材 ３ か ら 近 い 順 に 、 板 海 苔 １ の 層 、 米 飯 ２ の 層 が 並 ん

で い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 そ し て 、 巻 き 簾 を 使 っ て 、 具 材 ３ を 中 芯 と し て 板 海 苔 １ 及 び 米 飯 ２ を 巻 き 方 向 Ｒ に 巻 き

付 け 、 略 棒 状 に 仕 上 げ る （ 図 １ （ Ｃ ） 、 （ Ｄ ） ） 。 こ こ ま で の 工 程 に よ り 、 い わ ゆ る 裏 巻

き の 米 飯 食 品 １ ０ Ａ を 得 る こ と が で き る 。 米 飯 食 品 １ ０ Ａ の 端 面 （ 外 周 表 面 に 略 直 交 す る

面 ） に 表 れ る よ う に 、 具 材 ３ を 中 芯 と し て 板 海 苔 １ 及 び 米 飯 ２ が 左 回 り に 巻 き 付 い て い る

（ 図 ２ （ Ａ ） ） 。 図 ２ の 例 で は 、 板 海 苔 １ 及 び 米 飯 ２ の 層 は 、 具 材 ３ に 対 し て ２ 重 又 は ３

重 に 巻 か れ て い る （ も ち ろ ん 、 ３ 重 以 上 に し て も よ い ） 。 ま た 、 米 飯 食 品 １ ０ Ａ の 外 周 の

表 層 部 は 、 米 飯 ２ の 層 に よ り 形 成 さ れ て い る （ 図 １ （ Ｃ ） 、 図 ２ （ Ａ ） ） 。 な お 、 米 飯 食

品 １ ０ Ａ は 、 そ の 長 手 方 向 の 両 端 を 切 っ て 、 両 端 面 を 平 ら に し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 最 後 に 、 例 え ば オ ー ブ ン や 火 で 加 熱 す る こ と に よ り （ 図 示 せ ず ） 、 米 飯 食 品 １ ０ Ａ の 外

周 表 面 を 焼 き 、 米 飯 食 品 １ ０ Ｂ を 得 る （ 図 ２ （ Ｂ ） ） 。 例 え ば 、 米 飯 食 品 １ ０ Ａ の 外 周 表

面 全 体 を 淡 い 褐 色 の 焼 き 色 が 付 く よ う に 焼 け ば よ い 。 米 飯 食 品 １ ０ Ｂ は 、 そ の 内 側 は 焼 成

さ れ て い な い 米 飯 層 ２ Ａ で 形 成 さ れ 、 外 側 は 焼 成 さ れ た 米 飯 層 ２ Ｂ で 形 成 さ れ る 。 な お 、

「 焼 く 」 と は 、 加 熱 す る こ と で 焼 き 色 を 付 け た 状 態 に す る 場 合 に 限 ら ず 、 加 熱 す る こ と で

表 面 を 乾 燥 さ せ て 米 飯 の 粘 着 性 を 低 下 さ せ た 状 態 に す る 場 合 も 含 む 。 ま た 、 加 熱 方 法 は 特

に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 炭 火 、 ガ ス 火 、 電 熱 、 高 温 の 水 蒸 気 等 の 熱 源 で 直 接 加 熱 す る 場 合

や 、 こ れ ら の 熱 源 で 加 熱 し た 鉄 板 等 に よ り 加 熱 す る 場 合 も 含 む 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 こ の よ う に し て 、 表 層 部 が 焼 成 さ れ た 裏 巻 き の 米 飯 食 品 １ ０ Ｂ を 製 造 す る こ と が で き る

。 こ の 米 飯 食 品 １ ０ Ｂ は 、 表 層 部 が 焼 き 固 め ら れ て い る た め 、 焼 か れ て い な い 米 飯 食 品 １

０ Ａ と 比 べ 、 形 状 が 崩 れ に く い 。 そ の 結 果 、 米 飯 食 品 １ ０ Ｂ を お 箸 や 手 で 持 っ て 食 べ る 際

に 、 型 崩 れ し に く く 、 食 べ 易 い 。 ま た 、 米 飯 食 品 １ ０ Ｂ を 例 え ば 輪 切 り に し て 切 り 分 け る

際 も 、 型 崩 れ し に く い 。 ま た 、 米 飯 食 品 １ ０ Ｂ は 、 焼 か れ て い な い 米 飯 食 品 １ ０ Ａ と 比 べ

、 表 層 部 の パ リ パ リ と し た 食 感 や 、 表 層 部 が 焼 か れ る こ と に よ る 香 ば し い 香 り 等 の 風 味 が

得 ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 上 記 の 製 造 工 程 に は 、 下 記 の よ う な 製 造 工 程 を １ つ 以 上 加 え て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 例 え ば 、 米 飯 食 品 １ ０ Ａ の 両 端 面 の 少 な く と も 一 方 を 焼 い て も よ い 。 こ の よ う に す れ ば

、 例 え ば 、 米 飯 食 品 １ ０ Ｂ の 外 周 表 層 部 だ け で な く 両 端 面 の 表 層 部 を 含 む 米 飯 食 品 全 体 を

焼 き 固 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 例 え ば 、 米 飯 食 品 １ ０ Ａ の 外 周 表 面 又 は 端 面 を 焼 く 前 に 、 食 用 油 を 塗 布 し て も よ い 。 こ

の よ う に す れ ば 、 例 え ば 、 表 層 部 を よ り 固 く 仕 上 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 例 え ば 、 米 飯 食 品 １ ０ Ａ の 外 周 表 面 又 は 端 面 を 焼 く 前 、 又 は 焼 い た 後 に 、 醤 油 等 の 調 味

料 を 塗 布 し た り 、 ゴ マ 等 の 食 材 を 付 着 さ せ た り し て も よ い 。 こ の よ う に す れ ば 、 例 え ば 、

よ り よ い 風 味 が 得 ら れ る 。

10

20

30

40

50



(4) JP  5717040  B1  2015.5.13

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま た 、 上 記 の 製 造 工 程 で は 、 巻 き 簾 を 使 っ て 米 飯 食 品 １ ０ Ａ を 得 て い る が 、 米 飯 食 品 １

０ Ａ を 用 意 で き れ ば 、 米 飯 食 品 １ ０ Ａ の 製 造 工 程 は 特 に 限 定 さ れ な い 。 既 存 の 各 種 の 製 造

工 程 を 用 い る こ と も で き る し 、 既 存 の 製 造 装 置 を 用 い る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 上 記 の 米 飯 食 品 １ ０ Ｂ の 材 料 は 、 上 述 し た 例 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 シ ー ト 状

食 材 と し て は 板 海 苔 １ に 限 ら ず 、 ラ イ ス ペ ー パ ー 、 チ ー ズ 、 卵 焼 き な ど の 他 の 食 材 を 用 い

て も よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 米 飯 ２ は 、 酢 飯 で あ っ て も な く て も よ い し 、 油 や 調 味 料 を 添 加

し て 混 ぜ て も よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 米 飯 ２ は 、 炊 く 、 蒸 す 、 煮 る な ど 適 宜 の 調 理 方 法 で 得

れ ば よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 米 飯 ２ に は 、 麦 な ど の 雑 穀 類 の 飯 が 混 ざ っ て い て も よ い 。 ま た

、 例 え ば 、 米 飯 ２ の 替 わ り に 、 麦 な ど の 雑 穀 類 の 飯 を 用 い る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 例

え ば 、 米 飯 ２ は 、 炒 飯 や ピ ラ フ の よ う に 具 材 と と も に 味 付 け し て 調 理 し た 米 飯 を 用 い る よ

う に し て も よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 具 材 ３ は 、 握 り 飯 や 手 巻 き 寿 司 に 使 わ れ る 、 ツ ナ 、 ア ボ

カ ド な ど の 様 々 な 食 材 を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 上 記 の 米 飯 食 品 １ ０ Ａ 、 １ ０ Ｂ は 、 板 海 苔 １ 及 び 米 飯 ２ の 層 を 、 具 材 ３ に 対 し て

２ 重 又 は ３ 重 に 巻 い て い る が 、 こ の よ う な 形 態 に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 図 ３ （ 米 飯 食 品 の

他 の 例 を 説 明 す る 図 ） に 示 す よ う に 、 板 海 苔 １ 及 び 米 飯 ２ の 層 は １ 重 に し て も よ い 。 な お

、 板 海 苔 １ の 上 面 に 米 飯 ２ を 敷 き 詰 め る 工 程 で 、 板 海 苔 １ の 一 端 に 帯 状 の の り 付 け 領 域 （

米 飯 ２ を 敷 き 詰 め な い 領 域 ） を 作 り 、 巻 い た 際 に 板 海 苔 １ の 両 端 部 を 当 該 領 域 に よ り の り

付 け し て 、 １ 重 の 米 飯 食 品 １ ０ Ａ を 得 る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 米 飯 食 品 １ ０ Ｂ の 内 側

は 、 焼 成 さ れ て い な い 具 材 ３ で 形 成 さ れ 、 外 側 は 焼 成 さ れ た 米 飯 層 ２ Ｂ で 形 成 さ れ る （ 図

３ （ Ｂ ） ） 。 す な わ ち 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す 米 飯 食 品 １ ０ Ｂ の よ う に 焼 成 さ れ て い な い 米 飯

層 ２ Ａ が ほ と ん ど 残 ら な い 。 こ の よ う に し て も 、 型 崩 れ し に く く 風 味 の よ い 米 飯 食 品 を 得

る こ と が で き る 。 ま た 、 米 飯 ２ の 層 数 を 少 な く す る こ と で 、 具 材 ３ を 収 容 す る 空 間 の 体 積

を 大 き く し 、 具 材 ３ の 量 を 増 や す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

＜ 実 施 例 ＞

　 材 料 と し て 、 全 型 （ 縦 ： 約 ２ １ ｃ ｍ 、 横 ： 約 １ ９ ｃ ｍ ） の 板 海 苔 を １ 枚 、 炊 飯 し た 米 飯

を 約 ２ ４ ０ ｇ 、 カ ッ ト し た 胡 瓜 （ 径 ： 約 １ ｃ ｍ 、 長 さ ： 約 ９ ． ５ ｃ ｍ ） を ４ 本 、 キ ム チ を

約 ５ ０ ｇ 、 醤 油 を 約 １ ０ ｃ ｃ 用 意 し た 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 上 述 の 製 造 工 程 に 従 っ て 、 板 海 苔 の 上 面 に 米 飯 を 敷 き 詰 め 、 板 海 苔 及 び 米 飯 を 裏 返 し 、

巻 き 方 向 Ｒ と 直 交 す る 方 向 に 胡 瓜 の 長 さ 方 向 が 沿 う よ う に 胡 瓜 を ２ 本 ２ 列 配 置 し 、 胡 瓜 の

傍 に 胡 瓜 の 長 さ 方 向 に 沿 う よ う に キ ム チ を 配 置 し 、 具 材 （ 胡 瓜 と キ ム チ ） を 中 芯 と し て 板

海 苔 及 び 米 飯 で 巻 き 、 米 飯 食 品 を 作 っ た 。 そ れ か ら 、 ス プ ー ン の 背 を 使 っ て 醤 油 を 米 飯 食

品 の 表 面 全 体 に 塗 布 し た 。 そ し て 、 約 ２ ０ ０ 度 （ セ 氏 ） に 温 め た オ ー ブ ン に 米 飯 食 品 を 入

れ 、 米 飯 食 品 の 表 面 全 体 が 淡 い 褐 色 と な る ま で 適 宜 米 飯 食 品 を 転 が し な が ら 焼 い た 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 こ の よ う に し て 、 型 崩 れ し に く く か つ 新 し い 風 味 の 裏 巻 き の 米 飯 食 品 を 作 る こ と が で き

た 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 及 び 実 施 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 の 要 旨 と 範 囲 を 例 示 す る こ と

を 意 図 し 、 限 定 す る も の で は な い 。 ま た 、 本 発 明 に は 、 例 え ば 、 米 飯 、 具 材 、 及 び 板 海 苔

の 長 期 保 存 や 冷 凍 保 存 の た め の 前 処 理 な ど 、 様 々 な 公 知 の 技 術 を 適 用 す る こ と が で き る 。

ま た 、 本 発 明 は 、 外 周 部 が 米 飯 層 に よ り 形 成 さ れ た 米 飯 食 品 全 般 に 適 用 で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ７ 】

１ ： 板 海 苔

２ ： 米 飯
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２ Ａ ： 米 飯 層

２ Ｂ ： 米 飯 層

３ ： 具 材

１ ０ Ａ ： 米 飯 食 品

１ ０ Ｂ ： 米 飯 食 品

【 要 約 】

　 【 課 題 】 具 材 に 近 い 順 に 海 苔 等 の シ ー ト 状 食 材 及 び 米 飯 を 具 材 に 巻 い た 米 飯 食 品 を 、 よ

り 崩 れ に く く す る 。

　 【 解 決 手 段 】 具 材 と 、 前 記 具 材 の 周 り に 巻 か れ た シ ー ト 状 食 材 及 び 米 飯 と か ら な る 米 飯

食 品 で あ っ て 、 前 記 米 飯 食 品 の 外 周 表 層 部 は 、 前 記 米 飯 に よ り 形 成 さ れ て お り 、 前 記 米 飯

食 品 の 外 周 表 面 は 、 焼 か れ て い る 。

【 選 択 図 】 図 ２

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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